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酪農・畜産向け IoT ソリューションを提供する株式会社ファームノートホールディングス様に

「北海道成長企業応援ファンド」 「北洋 SDGs 推進ファンド」を通じて出資しました 
 

 

株式会社北洋銀行、株式会社ゆうちょ銀行、株式会社北洋キャピタルおよび株式会社北海道二十一世

紀総合研究所が連携し、2018 年 10 月 31 日付で株式会社ファームノートホールディングス様（本社：

帯広市 代表：小林 晋也）に「北海道成長企業応援ファンド」と「北洋 SDGs 推進ファンド」を通じ

て出資しました。 

 

 当社は、クラウド牛群管理システム「Farmnote」（牛の飼養管理情報を一元化するシステム）や牛向けウェア

ラブルデバイス「Farmnote Color」（牛の発情・疾病を検知するデバイス）を開発・販売する事業者です。 

 当社の取り組みは、酪農・畜産の ICT 化を実現し、農家の生産性向上や経営力強化に貢献することで、持

続可能な農業の実現が可能となる点を評価し、「北海道成長企業応援ファンド」と「北洋 SDGs 推進ファンド」

を通じて出資することとなりました。 

 尚、今回の出資は、酪農・畜産が盛んな北海道を拠点とする北洋銀行が参加するファンドと九州の地方銀

行が参加するファンド等との協調案件（総額 4億円）となります。 

 

「北海道成長企業応援ファンド」は、北海道の成長期待企業や地域資源活用企業を投資対象とし、資金

の提供を通じて地域企業の稼ぐ力の拡大を目指し、地域経済の活性化と北海道の発展に貢献することを目

的として 2016 年 11 月に組成したファンドで、本件で 5件目の出資となります。 

「北洋 SDGs 推進ファンド」は、SDGs（＝持続可能な開発目標）のコンセプトに合致する道内中小企業を投

資対象とし、資金の提供を通じて地域企業が抱える課題を解決し、地域経済の活性化と北海道の持続可能

な発展に貢献することを目的として 2018 年 6月に組成したファンドで、本件で 5件目の出資となります。 

 

 

 

 

 

 

 



株式会社ファームノートホールディングス様 会社概要 
 本社所在地   帯広市西 8条南 16 丁目 2番地 5 

 代 表 者    代表取締役 小林 晋也 

 設立年月日   2016 年 12 月 22 日 

 事業内容     クラウド牛群管理システム 「Farmnote」の開発・販売 

           牛向けウェアラブルデバイス 「Farmnote Color」の開発・販売 

 

1.ファンド概要  

 （1）北海道成長企業応援ファンド 

名 称 
北海道成長企業応援ファンド 

（北海道成長企業応援投資事業有限責任組合） 

ファンド総額 2 億円 

組合員構成 

株式会社北洋銀行 

株式会社ゆうちょ銀行 

株式会社北洋キャピタル 

株式会社北海道二十一世紀総合研究所 

設立日 2016 年 11 月 18 日（金） 

存続期間 設立日より 7 年間 

業務運営者 
株式会社北洋キャピタル 

株式会社北海道二十一世紀総合研究所 

 

    

    
 

 

 

 

 

 



 （2）北洋 SDGs 推進ファンド 

名 称 
北洋 SDGs 推進ファンド 

（北洋 SDGs 推進投資事業有限責任組合） 

ファンド総額 5 億円 

組合員構成 
株式会社北洋銀行 

株式会社北海道二十一世紀総合研究所 

設立日 2018 年 6月 20 日（水） 

存続期間 設立日より 10 年間 

業務運営者 株式会社北海道二十一世紀総合研究所 

 

 
以 上 

 

 

 

 

北洋銀行 

SDGs の課題に適合する企業 

 

北海道二十一世紀総合研究所 

北洋 SDGs 推進ファンド 

(北洋 SDGs 推進投資事業有限責任組合) 

出資 

出資 

運営管理 

出資等 


